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研究概要︓本研究は、画像の地理位置推定の精度向上を目的に、近接グラフを用いた地域分割と Vision Transformer（ViT）の
反復的ファインチューニングを統合した新手法を提案する。画像の位置情報をノードとしたグラフを構築し、画像特徴の類似度をエッジ
重みに設定する。ルーヴァン法でコミュニティ抽出し、地域ラベルを得て ViT を反復学習する。これにより、地理的クラスタリングと特徴表
現が相互に最適化され、高精度な地理分類を実現した。 

研究背景︓従来の地理位置推定は PlaNet や CPlaNet に代表されるグリッド分割を用いた手法が主流であるが、固定的な空間区分
により境界誤差や地理的な連続性の無視といった課題があった。近年、画像テキスト整合を試みる方法もあるが、分類タスクへの適用
性は限定的である。本研究は、地理的近接性を考慮した動的グラフ構築と、画像特徴と空間クラスタリングの反復改善を融合し、この
課題に対処している。 

研究成果︓提案手法により、従来の固定格子区分や事前学習画像特徴のみを用いた方法に比べ、位置推定の分類精度が向上し
た。近接グラフの種類（ドロネ―三角分割（DT）、Gabrielグラフ（GG）、相対近傍グラフ（RNG））を比較しつつ、ViTの反復フ
ァインチューニングによって画像特徴の地域表現が段階的に最適化されることで、より自然で意味的に整合した地理クラスタリングを実現
した。表 1は 4つの都府県データに対する分類精度を表し、いずれも提案手法による 3回反復した際の結果が最高精度を示している。 

社会への影響︓本研究の高精度な画像地理位置推定技術は、位置情報付きソーシャルメディア解析、自治体の地域分析、観光
関連サービス、災害時の迅速な現地把握など多様な分野に寄与する。多様な地域に適応可能な動的地域分割モデルの開発は、ビ
ッグデータ解析やスマートシティ構築の基盤技術として期待される。今後の大規模データ対応も見据えた発展が期待される。 

表 1︓分類精度 

専門用語︓ 
 近接グラフ（Proximity Graph） 地理的に近い地点同士をエッジでつないだグラフ構造
 ルーヴァン法（Louvain Method） グラフのコミュニティ（地域）を効率的に抽出するクラスタリング手法

https://www.scopus.com/pages/publications/105014938809


 Vision Transformer（ViT） 画像特徴を抽出するトランスフォーマーベースの深層学習モデル 
 反復的ファインチューニング（Iterative Fine-tuning） 学習済みモデルを繰り返し最適化し、特徴表現と分類精度を同時に改

善する手法 
 


